
 

 

 

 

 

 ｐｏｐＬＡ支援ソフトウエア 

  ｐｏｐＬＡＤａｔａｔｏＴＸＴ２ソフトウエア 

  Ver.1.41M 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ２０１６年０９月１０日 

     HelperTex Office 

      

    http://www.geocities.jp/helpertex2 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

対応ソフトウエア 

 ＰｏｌｅＤｉｓｐｌａｙＴＸＴ２  １．１０７以降 

 ＯＤＦＤｉｓｐｌａｙＴＸＴ２  １．００１以降 

 ＯＤＦＤｉｓｐｌａｙ   １．１０６以降 

 



 

概要 

ｐｏｐＬＡはＤｏｓで動作するため、描画は貧弱、その為、手持ちの部品を使って表示機能を提供します。 

  本ソフトウエアは、ｐｏｐＬＡで作成する、極点図やＯＤＦ図をＴＸＴ2 フォーマットに変換し 

  それぞれ、ｐｏｐｌｅＤｉｓｐｌａｙＴＸＴ２、ＯＤＦＤｉｓｐｌａｙＴＸＴ２ソフトウエアで表示する。 

  作成されたＴＸＴ２データは、c:¥X¥work ディレクトリに作成される。 

    変換描画はすべてＦｕｌｌとした。 

プログラムの使い方 

  

ファイル選択 

  

 極点図やＯＤＦ図を指定する。 

作成されたＴＸＴ２ファイルの削除 

 大量のファイルが作成されるので、時々削除する。 

    選択で削除される。 

 

  

 

 

 

 



極点図の表示 

ｐｏｐＬＡ入力データ（cube80.raw） 

  

 入力極点図は、{111}{200},{220},{311} 

 作成されるファイル名は、hkl_ファイル名+2.TXT 

 で c:¥X¥work にファイルが作成される。 

  

 では極点図も表示される。 

 

 

 

 

 

 

 

 



ｐｏｐＬＡ作成のＥＰＦファイル 

 

 

ｐｏｐＬＡ作成のＦＵＬファイル 

 

 

ｐｏｐＬＡ作成のＨＰＦファイル 

 

などが表示でファイルも作成される。 

作成されたＴＸＴ２ファイルはＰｏｌｅＤｉｓｐｌａｙの入力データになります。 

βが０－＞３６０度場合、ＰＦｔｏＯＤＦ３でも扱えます。 

 

 

 

 

 

 



ｐｏｐＬＡＯＤＦの場合 

入力データをそのままＴＸＴ２に変換し表示します。 

正確なＯＤＦ表示をされる場合、ＯＤＦＤｉｓｐｌａｙソフトウエアを使って下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 



ＯＤＦＤｉｓｐｌａｙで 

CHD を phi2 断面で表示              SHD を phi2 断面で表示 

           

  

 

SOD を phi2 断面で表示 

 

 

CHD は Harmonic 法のＲｏｅファイル、ＳＨＤは Harmonic 法の Bunge phi1 断面ファイル 

SOD は WIMV 法の Bunge phi1 断面ファイルであるが ODFDisplay ソフトウエアで phi2 断面に変換 

WIMV 法はゴーストが少なく、シャープの方位解析が行われている事が分かる。 

この事からも、ADC.WIMV 法で ODF 解析し、VolumeFraction 定量が意味を持ちます。 


